
地方紙の定義 
ブロック紙 6紙 
発行地域が複数の府県を含む広域にまたがり、発行部数が多い 
県紙 
発行エリアが一府県の全域にわたる 
(Wikipedia 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E6%96%B9%E7%B4%99) 
 
地方紙の数 
ブロック紙と県紙を合わせて日本新聞協会登録紙は129紙。 
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地方紙の厳しい経営環境 
地方の高齢化と人口減による発行部数の減少 
日本の新聞総発行部数 2009  45,659,885  2019 34,877,964 
日本新聞協会資料 スポーツ新聞を除く
（ https://www.pressnet.or.jp/data/circulation/circulation01.php） 
広告収入の減少  
売上高 2005 ２兆4188億円 2016 1兆7675億円 
（地方紙の現状と課題より） 
インターネットによるSNSなどの他メデイアの地域情報提供への
進出 → 地域情報を独占してきた地方紙の地位の低下 
 



対応策としてのデジタル化が加速 
2019年３月 宇部日報 
2020年２月 奈良新聞 
2020年４月現在４０紙が電子版を発行 
四国新聞は月額5500円と高額な利用料金を徴収 
（https://newspaper.jp/%E6%96%B0%E8%81%9E%E7%A4%BE
%E3%81%AE%E9%9B%BB%E5%AD%90%E7%89%88%E3%82%
92%E6%AF%94%E8%BC%83%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81
%BF%E3%81%9F%E3%82%88%E3%80%82%EF%BC%88%E6%9
7%A5%E6%9C%AC%E5%85%A8%E5%9B%BD%E7%B7%A8） 



過去のデータのデジタル化 
約６割の新聞社がイメージデータ化を終了している 
問題点 
｢テキスト化、とくに1873 年から1940 年にかけての古い時代の記
事のテキスト化は全くされておらず、1941 年から1984 年までの
間も、数件を除き、ほとんどおこなわれていない。 
デジタル化とその公開においては、さまざまな段階で、予算と、
ある程度の事情を理解している人手の確保が不可欠。 
一方、巨額の予算をかけて制作した過去記事のデジタルデータは、
利用者をどの程度確保できるのかは未知数である。過去の紙面の
公開と採算性の関係も、地方新聞社にとっては、不可避の重い課
題となっている。｣ 
（「我が国における地方紙のデジタル化状況に関する調査報告」より） 
 



地方紙の過去のデータのデジタル化の課題 
・日本では各紙独自のシステム構築が主流であるが厳しい経営事
情を考えると低コストで使用できる地方紙専用の汎用システムの
構築が必要である。 
・データの共有やメタデータの統一などを考えると全国の地方紙
のネットワーク化を考える必要がある。 
・日経など一部の中央紙を除き、他の組織と連携したシステムや 
データの共有が行われていない。図書館、大学等の連携が必要で
ある。 
→ 日本やアメリカとならんで新聞の発行が盛んなイン
ドとの比較をもとにこれらの課題を考えてみたい。 
 
 
 



 
インドの基礎データ（外務省ホームページより） 
 総人口 12億1,057万人（2011年国勢調査） 
言語 連邦公用語はヒンディー語，他に憲法で公認されている州
の言語が21 英語を話せる人口は全体の10％ 
識字率 73.00％（2011年国勢調査） 
宗教ヒンドゥー教徒79.8％，イスラム教徒14.2％，キリスト教徒
2.3％，シク教徒1.7％，仏教徒0.7％，ジャイナ教徒0.4％ 
  



インドと日本の発行部数比較 

地域・国 発行部数（単位＝千部） 発行紙数 成人千人当たり部数 

2015年 2016年 2017年 2015年 2016年 2017年 

インド 296,303 371,458 ― 7,871 8,905 ― ― 

日本 44,247 43,276 42,128 104 104 104 381.4 

日本新聞協会が世界ニュース発行者協会（WAN― IFRA）『World Press 
Trends』をもとに作成 
（https://www.pressnet.or.jp/data/circulation/circulation04.html） 



インドの新聞マーケット 
1日で1億以上の新聞が売られている(2013) 
2016年の新聞の総収入は2,899億インドルピー（43億ドル）。ヒ
ンディー語の広告収入は7.1％、地域の言語の広告収入は8.7％で。
英語は大都市でのみ普及しており、小都市や地方の読者は地元の
言語でのコンテンツを要求している。 
（https://www.bbc.com/news/business-14362723） 



インドの主要英字紙 
• Times of India (TOI) 
• Times of india is the most popular english news paper from india. The newspaper was established in 1838. The 

approx Circulation of times of india is 3,140,000.  
• The Hindu 
• Hindu is One Of the most popular newspaper published from india. The hindu is published in broadsheet format 

and in english language. hindu was founded in 1878. The approx circulation of The Hindu is 1,466,304.  
• Hindustan Times (HT) 
• Hindustan Times is also a Leading newspaper published in English-language. The newspaper was founded in 1924. 

Approx circulation of Hindustan Times is 1,143,000.  
• Indian Express 
• Indian Express is owned by the Indian Express Group. The newspaper was founded in 1931. The newspaper 

published in broadsheet.  
• The Pioneer 
• The Pioneer is published in english language. It can be found in Bhubaneswar, Bhopal, Chandigarh, Dehradun, 

Delhi, Ranchi, Lucknow, Raipur. The daily newspaper can be founded on 1865.  
• Deccan Herald (DH) 
• Deccan Herald (DH) is a daily newspaper published from Karnataka. The newspapers owner is Nettakallappa 

family. Can be found in Bangalore, Mangalore, Hubli, Mysore, New Delhi. The daily newspaper was founded in the 
year of 1948.  

• The Telegraph 
• Popular Newspaper from Kolkata. The paper is from the house of Popular Bengali newspaper Ananda Bazar 

Patrika (ABP). It starts in the year of 1982 and soon become one of the market leader in that region. You can find it 
in Calcutta, Guwahati, Siliguri, Ranchi, Jorhat, Bhubaneshwar, Patna. The approx circulation of The Telegraph is 
484,971.  

http://timesofindia.indiatimes.com/
http://www.thehindu.com/
http://www.hindustantimes.com/
http://indianexpress.com/
http://www.dailypioneer.com/
http://www.deccanherald.com/
http://www.telegraphindia.com/


ヒンディー語の新聞 
Indian Newspaper In Hindi (िह�ी) Language: 
Top Hindi Newspaper List is here. Read Hindi newspapers in one 
page. Latest Breaking news and headline reader. 
Jagran 
Jagran is one of the popular Indian newspaper published in hindi 
language.  
Dainik Bhaskar 
Leading and vastly circulated Newspaper in Bhopal, Madhya 
Pradesh.  
Amar Ujala 
Popular Hindi-language newspapers From India.  
Hindustan 
largely cirlucated Hindi-language daily newspaper in India.  
 

http://www.jagran.com/
http://www.bhaskar.com/
http://www.amarujala.com/
http://www.livehindustan.com/


インドの主要な新聞と言語発行部数 
1. Times of India English 3.146 
2. Dainik Bhaskar Hindi 2.547 
3. Malayala Manorama Malayalam 1.514 
4. The Hindu English 1.360 
5. Eenadu Telugu 1.350 
6. Deccen Chronicle English 1.349 
7. Aananda Bazar Bengali 1.277 
8. Amar Ujala Hindi 1.230 
9. Hindustan Times English 1.143 
10. Hindustan Hindi 1.142 
11. Sakshi Telugu 1.256 
12. Matrubhumi Malayalam 1.077 
13. Gujarat Samachar Gujarati 1.051 
14. Punjab Kesari Hindi .902 
15. Dinakaran Tamil .901 
16. Sakaal Marathi .879 
（https://www.researchgate.net/publication/234255912_DIGITAL_PRESERVATION_OF_NEWSPAPER_RESOURCESHARD_C
OPIES_ARCHIVES-PAPER_ARCHIVES_ETC） 



Newspapers URL 

Times of India http://epaper.timesofindia.com 

Indian express http://epaper.indianexpress.com/ 

The Hindu http://epaper.thehindu.com 

The Economic Times http://epaper.timesofindia.com 

DNA http://epaper.dnaindia.com/ 

DainikBhasker http://epaper.bhaskar.com/ 

ほとんどすべてのインドの新聞にはオンライ
ン版がありいくつかの専用オンラインは非常
に人気がある 

http://epaper.timesofindia.com/
http://epaper.indianexpress.com/
http://epaper.thehindu.com/
http://epaper.timesofindia.com/
http://epaper.dnaindia.com/
http://epaper.bhaskar.com/


National Digital Preservation Program 
・2009年Ministry of Electronics and Information Technologyによって制定されているが、新聞のデ
ジタル化に関しては政府の統一した政策はまだなされていないようである。 
・多くの新聞社は自社の新聞切り抜き用図書館とスタッフを備えており、蓄積したデータを活用して
すでにいくつかのオンライン新聞アーカイブが誕生している。 
CBI Roundup/IBT Roundup/Chota Roundup (1942-1946) Free (transcribed to text, most 
international articles left out) 
Hicky's Bengal Gazette (1781) Free 
The Hindu (2000– ) 
The Indian Express (2002– ) 
The Indian Express (1933–1994) via Google News Archive 
Indian online newspaper and journal portal (1785–2003) 
The Telegraph (1999– ) 
The Times of India (2001– ) 
EBM News (2015– ) 
Archives of the Press Academy of Andhra Pradesh. Free Includes more than 20 newspapers in 
Telugu and Urdu. The earliest dates from 1914. Also hosts magazines and periodicals. 
Newspapers in the archive are: Aawam, Andhrabhoomi, Andhrajanatha, Andhrajyoti, 
Andhrapatrika, Andhraprabha, Golcondapatrika, Hamara Iqdam, Meezan, Musheer-I-Deccan, 
Naya Zamaana, Rahnuma-E-Deccan, Raiyat, Siasat, Subh-E-Deccan, The Paisa Akhbar, The 
Payam, The Sadaqat, The Saltanat, The Tanzeem, Visalaandhra 
（ https://en.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:List_of_online_newspaper_archives#India） 
 

http://www.cbi-theater.com/roundup/roundup.html
http://digi.ub.uni-heidelberg.de/diglit/hbg
http://www.thehindu.com/archive
http://archive.indianexpress.com/
https://news.google.com/newspapers?nid=P9oYG7HA76QC
http://wiki.fibis.org/index.php?title=Newspapers_and_journals_online
http://www.telegraphindia.com/archives/archive.html
http://timesofindia.indiatimes.com/archive.cms?toi_leftnav
https://www.ebmnews.com/2015/
http://pressacademyarchives.ap.nic.in/archives.aspx


インドのオンライン新聞切り抜きサービス 
フルテキストのデータベースより切り抜き資料のデータベースが主
体である。 
多くの図書館は従来から紙媒体の切り抜き資料を制作・保存してお
り、その多くをデジタル化してネットで公開している。 
・ジャハルラルネルー大学（ JNU）ニューデリー 
80万件の全文テキストデータを保存して提供 インターネットアク
セス可能 アメリカ製のVIRTUAシステムで稼働 
・The Energy and Resources Institute（TERI） 
・議会図書館 
・国立図書館（ニューデリー）など多くの図書館 
がオンライン切り抜きサービスを提供している。 



• JNUの検索画面 
 



• National Informatics Centre (NIC), ニューデリー 
 新聞全文検索システムの検索画面 
 



各地の図書館ではオープンソースソフトを使用した低コ
ストのデジタル新聞切り抜きシステムが開発されている。 

Defence Scientific Information & Documentation Centre 
(DESIDOC )Defence Science Library ニューデリー 
メタデータだけでなく全文検索システムを開発 
Baba Farid University of Health Sciences パンジャブ州 
BHARATHIDASAN UNIVERSITY LIBRARY（タミールナド州） 
Indian Institute of Management Kozhikode (ケララ州） 
 
  
 



 
Baba Farid University of Health Sciences パン
ジャブ州の新聞切り抜きシステム検索画面 
 



インドで使用されているオープンソースソフト 
１．DSPACE（https://duraspace.org/dspace/） 
BSDライセンスで提供されているオープンソースのソフトウェア
で、デジタル資産を管理するツールである。日本では、主に学術
機関リポジトリを構築するために使用されている。 
JAVAで書かれている。多言語に対応している。 
OAIｰPMHプロトコルを使用してデータのハーべスティング可能 
マサチューセッツ工科大学とヒューレット・パッカードにより共
同開発され、現在SourceForge.netで開発・公開されている。 
（https://ja.wikipedia.org/wiki/DSpace） 
 

https://ja.wikipedia.org/wiki/DSpace


Greenstone（http://www.greenstone.org/） 
ニュージーランドのワイカト大学が開発したオープンソースのデ
ジタル図書館ソフトで、ユネスコの協力で GNUライセンスで無
償配布されており、誰でもダウンロードして使用できる。インド、
東南アジア、アフリカで広く使用されている。JAVAで書かれて
おり、多言語に対応している。全文をPDFから抽出できる。ITス
キルのない開発途上国の図書館員が使用できるように、図書館員
用のインターフェースが開発されている。 
 

DESIDOC DEFENSE 
SCIENCE LIBRARYの新聞
切り抜きサービス検索画
面 



 
BHARATHIDASAN UNIVERSITY LIBRARY（タミールナド州） 
の新聞切り抜きシステムの検索画面 
 

https://nanopdf.com/download/my-finelppt1_pdf 



BHARATHIDASAN UNIVERSITY LIBRARYの
タミール語の新聞切り抜き画面 



IUCAA Puneの新聞切り抜きシステム画面 



まとめ  
・インドのようにオープンソースを使用した低コストのシステム
構築が考えられてもよいのではないか。 
・地方紙、大学、図書館と連携した開発体制の確立が望ましい。 
・国として地方紙保存のナショナルプランを設定する必要がある。 
・地方紙単独ではデジタルアーカイブの構築が困難な場合には、
クラウドファンデイングの活用等による、地域での民間からの地
方紙デジタルアーカイブ構築の費用補助なども考えられる。 
・インドでは地域の歴史と文化を知る上での第１級の資料として
地方紙の情報の価値を考えており、日本でもこうした認識の上に
立って地方紙のデジタル化を考えていく必要があるのではないか。 
 
 
 
 



図書館の地方紙デジタル化に果たす役割 
・公共図書館は郷土資料として地方の歴史的資料を収集しており
地方紙の過去の情報は郷土資料と合わせて活用できる。 
・図書館のネットワークを通じてデータを提供できるので、新聞
社は自社のネットワークを構築する必要がなく、コストを軽減で
きる。 
・図書館スタッフのさまざまなスキル（郷土史への知識、メタ
データの付与、IT） 
を地方紙側と共有できる。 
・民間企業への資金援助は地方紙単独では理解を得るのが難しい
が、図書館を通じることによって、地域社会の理解を得やすくな
り、地方自治体や国の支援を受けやすくなる。 
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